
令和５年度新座市生活支援体制整備事業 東部第二圏域協議体 

令和６年１月２５日 東二よつばの会 議事録 

日 時：令和６年１月２５日（木）  

１５時００～１６時１０ 

場 所：福祉の里 １階 会議室 

参加者：２０名（司会：新田ＳＣ 書記：山田ＳＣ） 

〇畑中地区のたまり場について 

日時：１月２４日（水）１０時３０分～１１時３０分 プレオープンで開催 

内容：自己紹介、おしゃべり、歌唱、今後やってほしいことの聞き取り、呼称の募集 

課題：ラジオ体操を実施した黒目川公園から畑中会館までの移動が困難（約１０分） 

→畑中会館前の児童遊園でラジオ体操を実施することを検討。福進協担当者とＳＣで相談し、次

回報告する。４月以降の実施回数も検討する。 

（参加者感想） 

・初回参加者は２６名で、女性の参加が多かった。畑中地区は居場所がなかったので、畑中のた

まり場ができて良かった。 

・みなさん、喜んでいた。 

 

〇令和５年度担い手養成講座のパネル展について 

 パネル案を提示し、承認された。 

協議体：馬場地区ラジオ体操とペタンク写真 1枚  

畑中地区ラジオ体操とペタンク写真 1枚  

協議体これまでの歩みの年表 1枚の合計３枚 

福進協：Ｂ1パネル ３枚（福進協から提供され、ＳＣが微調整中） 

 

〇協議体と福進協の統合について 

・社会福祉協議会と新座市役所福祉政策課より資料（協議体と福進協の統合組織モデルプランＡ

案とＢ案、統合までの行程表）を配布して説明をした。 

（以下質疑応答・意見） 

・Ａ案がいいと感じる。協議体は運営会議ではなく、事務局会議に参加するのがいいと思う。 

・委託と統合の違いが分かりづらい。協議体と福進協の活動内容が似ていたため、協議体に参加

しなくなった。組織の機能を整理したうえで、委託にしてほしい。責任の所在がどこにあるのか

を明確にしてほしい。 

→協議体と福進協は目的が同じであるため連携することとした。統合することで、会議の重複が

減る。社会福祉協議会に委託しても責任は市にある。 

・地域福祉に携わる課が連携してほしい。 

・一貫性を持った発言をしてほしい。 



・以前から協議体と福進協の活動の重複を感じていたので統合することを前向きに感じている。 

・（福祉政策課）協議体と福進協の活動の重複について、市民の混乱も感じていたので連携を進め

ていきたいとの思いがある。 

・（福進協会長）福進協はメンバーが決まっているが、協議体はニーズによって変わるためその点

が難しいと思う。お互いの組織の機能を残した形で統合するＢ案がいいと思う。 

・（社会福祉協議会）福進協と協議体それぞれが持つつながりが大切だと感じている。 

・東二は福進協と協議体の参加者が重複しているため、今後一緒にやっていけるのではないかと

感じる。 

 

 今後も協議体と福進協で話し合いを重ねて、早期に統合へと前向きに進めていくことを確認し

た。 

     

 

  

次回開催日程 

日時：令和６年３月２８日（木） 開始時間は後日連絡します。 

場所：福祉の里 １階会議室  


